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はじめに 
府中市では、着実に都市基盤の整備が進められ、公共交通及び道路ネットワークが形成されると同時に、市

の「中心拠点」である府中駅・府中本町駅周辺では既に主要な市街地整備を終え、地域の手により中心市街地

の活性化につながる取組も進展しています。 

一方、市内の「地域拠点」では、個別具体の課題を抱えている地域があり、その中でも、分倍河原駅の周辺

市街地は市内で最も駅利用者が多く、駅勢圏の人口も増加傾向にあり、中心市街地を補完する拠点としての

ポテンシャルを有しているものの、その発展を阻む様々なまちづくりの課題を抱えています。 

これらの課題解消に向けて、地元住民や交通事業者を始めとした関係者との協働により、今後の駅周辺の

市街地整備と連携して、戦略的に交通施策を推進することが不可欠となります。 

このことから、平成 30（2018）年５月に分倍河原駅周辺地区を対象とした、府中市都市・地域交通戦略

【分倍河原駅周辺地区】（以下「交通戦略」といいます。）を策定し、まちづくりを進めてきましたが、この

度、施策の実施状況等を評価した結果、実施プログラムのスケジュール等を見直すとともに、交通戦略策定か

ら５年以上が経過していることから、交通戦略を修正しました。 

 
１ 都市・地域交通戦略の概要 

◆交通戦略の位置付けと役割 

交通戦略では、都市計画マスタープラン等

の上位計画に示されるまちの将来像とまち

づくりの方針に基づき、目指すべき将来像等

を示します。その上で、地域のまちづくりと

連携が図られた交通施策をパッケージとし

て定め、中期的なプログラムに則して、着実

に取り組みます。 

◆計画期間の設定 

令和 23（2041）年度を目標年次とする市

マスタープランと整合を図りながら進める

とともに、計画期間を交通戦略策定後から各

施策が完了するおおむね 18 年間とし、令和

18（2036）年度を目標年次として設定しま

す。 

 ２ 対象地区 

地域住民によるまちづくり協議会の提案

書や土地利用の観点を踏まえ、周辺地域の主

動線である地区幹線道路に囲まれた、駅を中

心とした徒歩圏内を分倍河原駅周辺地区と

して設定します。 

＜分倍河原駅周辺地区＞ 

＜交通戦略の位置付け・役割＞ 

多摩部 19都市計画 
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

（東京都 令和３年３月） 

第７次府中市総合計画 
（府中市 令和４年３月） 

府中市都市計画に関する基本的な方針（都市計画マスタープラン） 
（府中市 令和３年 11 月） 

府中市都市・地域交通戦略 

 

地域交通のあるべき姿を示す、 
市民・交通事業者・行政の共通の指針 

将来像＋取組のパッケージ化 

＜戦略目標・施策・評価指標＞ 

５ 評価指標 

戦略目標の達成度合いを定量的に把握、評価する必要から、評価指標を定め、各々に目標値を設定します。 

 

 

６ 交通戦略の推進（事後評価） 

◆PDCA サイクルによる推進 

交通戦略では、評価指標を定期的に測定することにより、施策を実施した効果の確認と、今後の施策展開

に向けた見直しを行い、必要に応じて交通戦略の修正を行うこととします。 

◆推進体制 

地元協議会を始め、交通事業者や関係機関等と密接に連携し、各主体との協働により交通戦略を推進して

まいります。そのため、学識経験者、交通事業者等により構成された府中市都市・地域交通戦略（分倍河原

駅周辺地区）推進協議会を中心に、庁内の関係組織とともに推進体制の役割を担います。 

＜実施プログラム＞ 

府中市都市・地域交通戦略【分倍河原駅周辺地区】（令和６年修正） 概要版 

中密度住宅ゾーン 

低密度住宅ゾーン 分倍河原駅 
 

0 75 150 300（m）

N

近隣商業ゾーン 

中密度住宅ゾーン 

分倍河原駅周辺地区 

中密度住宅ゾーン 

市マスタープラン 

～第６地域のにぎわいと活力のある 

まちづくり方針図～ 

＜評価指標と目標値＞ 

注：施策の進捗状況により変更となる場合があります。 
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３ 将来像の実現に向けた戦略目標と関連施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地区の課題 

【歩行者交通】 駅へのアクセス性の改善、不十分な歩行者空間への対応、 

  駅前空間の改善 

【自転車交通】 自転車走行空間の未整備箇所への対応、自転車利用の在り方 

【 公共交通 】 駅の混雑や輻輳
ふくそう

した動線への対応、公共交通間のアクセス性 

【自動車交通】 駅周辺における自動車交通対策 

 

将来像の実現に向けて 

＜交通戦略の位置付け・役割＞ 【目標が達成された姿】 ◆歩行者の安全・安心が守られている 

◆回遊性が高まり、にぎわいが広がっている 

【目標１】安全・安心して歩いて楽しめる駅周辺地区・駅前空間の形成 

 

◆ にぎわい軸 の形成に向けた施策 

【施策 1-1】南北自由通路の再整備 

【施策 1-2】商店街における歩行者の安全確保 

【施策 2-3】南北自由通路等における自転車押し 

歩きの促進 

 

◆ 生活軸 の形成に向けた施策 

【施策 1-3】駅へのアクセス道路の拡幅・整備 

【施策 1-4】東西自由通路の新設 

【施策 1-5】生活道路における歩行者環境の充実 

◆ 駅前空間 の形成に向けた施策 

【施策 1-6】駅直近への溜まり空間の確保 

◆ 外周道路 の形成に向けた施策 

【施策 1-7】歩行者空間の確保 

【目標２】安全・便利に利用でき、歩行者と共存し得る自転車利用環境の充実 

 
【目標が達成された姿】 ◆駅周辺に安全に自転車でアクセスできる 

◆歩行者と共存して、自転車が利用されている 

 

 

◆ にぎわい軸 の形成に向けた施策 

【施策 2-3】南北自由通路等における自転車押し

歩きの促進 

 

◆ 自転車アクセス動線 の形成に向けた施策 

【施策 2-1】自転車走行空間の確保・明示 

◆ 自転車駐車場 に係る施策 

【施策 2-2】自転車駐車場の移転・再配置 

 

【目標３】利便性・快適性・分かりやすさを備えた駅・交通基盤への改良 

 【目標が達成された姿】 ◆便利・快適に公共交通等が利用できる 

 

 

 

 

◆ 交通基盤 に係る施策 

【施策 3-2】南側駅前広場の再整備・位置付けの

検討 

 

◆ 分倍河原駅 に係る施策 

【施策 3-1】駅舎とまちの整合 

 

将来像： 「にぎわいがつながり・ひろがる  

歩行者中心の 人に優しい コンパクトなまち」 

 

 

 

方針１：生活サービスが整い、多くの人たちでにぎわうコンパクトなまち 

方針２：誰もが安全・便利に移動できる歩行者中心のまち 

方針３：交流や憩いの場があり、安らぎを感じられる人に優しい快適なまち 

 

４ 実施プログラム 

施策の展開に当たっては、早期に取り組める施策から順次展開していくという視点と、段階的かつ連鎖的

に施策を展開し、目指すべき将来の地区構造（歩行者・自転車ネットワーク及び駅・交通基盤の配置）に戦略

的に近付けていく視点から、次のとおり、２つのステップにより実施します。 

 
ステップ１：ハード整備を伴う既存機能の拡充・再編 【令和９年度まで】 

 
N

【施策 1-5】 

生活道路における

歩行者環境の充実 

（完了） 

【施策 2-3】 

南北自由通路等に

おける自転車押し

歩きの促進 

 

【施策 1-2】 

商店街における 

歩行者の安全確保 

0 75 150 300（m）

【施策 2-2】 

自転車駐車場の 

移転・再配置 

【施策 1-7】 

歩行者空間の確保（完了） 

【施策 2-1】 

自転車走行空間の確保・明示（完了） 

【施策 1-7】 

歩行者空間の確保 

【施策 2-1】 

自転車走行空間の

確保・明示 

N

【施策 3-1】 

駅舎とまちの整合 

【施策 1-6】 

駅直近への溜まり

空間の確保 

【施策 1-4】 

東西自由通路の新設 

【施策 1-3】 

駅へのアクセス道路の 

拡幅・整備 

 

【施策 3-2】 

南側駅前広場の再整備・

位置付けの検討 

【施策 1-1】 

南北自由通路の再整備 

0 75 150 300（m）

生活軸の形成に係る施策 

にぎわい軸の形成に係る施策 

自転車駐車場に係る施策 

歩行者・自転車空間 
の形成に係る施策 

凡 例 

交通基盤に係る施策 

駅前空間の形成に係る施策 

分倍河原駅 

分倍河原駅 

ステップ２：大規模改修を伴う新たな拠点の形成  【令和 10 年度から 18 年度まで】  

 


